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アスリートに習って
校長 前田真喜子

平年よりも２週間遅い梅雨明け宣言を受
け、それに合わせたかのように１学期終業
式となりました。振り返ってみますとこの
１学期は、自然の力をを再認識した学期で
あったように感じます。大きな事故等も無
く無事１学期を終了できましたこと、感謝
申し上げます。
７月２４日は、予定通りであればオリン

ピック開会式が行われる日でした。 TV 番
組等を通して、代表の内定を受けているア
スリートたちの現在の心境を耳にする機会
がありました。白血病より回復した池江選
手や、直前に交通事故に遭遇した桃田選手
など、この日を迎えた一人ひとりの複雑な
思い（導き出した結論）を、知ることがで
きました。不条理な現実を前にして、１年
延期をいかに前向きに取られているか、導
き出した結論に逆境に対する思考〔心、精
神、発想〕の柔軟さにトップアスリートの
共通点を感じます。先日歴代最年少記録を
更新した藤井聡太棋士も、タイトル獲得後
のインタビューの中で、「対戦の無かった
２か月間は、自分の将棋を見つめ直す有意
義な期間だった。」と述べており、負の出
来事をチャンスと捉える柔軟さ (前向き、
プラス思考 )は、まさにトップアスリート
そのものでした。
この柔軟な思考は、誰でも身につけられ

る力であり、日々の多様な経験を通して培
われていくものと感じます。１学期は、子
供たちも経験したことの無い状況を必死に
受け止めていた様に思います。社会全体も
新たな形、価値観に徐々に変化を遂げよう
とフラストレーションの多い状況の継続下
で、大人として、教師として、保護者とし
て、機会あるごとに子供の声を受け止め、
成長を促し柔軟性を育む様な示唆、声かけ、
考え方を教える、伝える大事な役目を担っ
ていると考えます。
夏季休業中は、親子で共有する時間も多

いと思います。保護者の皆様も、夏季休業
期間を利用して、この状況をプラスに活用
することを意識して、子供と心で向き合い、
今年だからこそできる対話を十分にしてい
ただけたらと思います。学校も、今後も更
に努力し子供の心に寄り添いながら、取り
組んでいきたいと思います。
最後に、保護者間の皆様には毎朝の健康
観察、体温計測などの感染症予防に、学校
教育活動にとご理解とご協力をいただき感
謝申し上げますとともに、２学期もよろし
くお願い致します。

着衣水泳・水泳記録会
７月21日（火）、体育科の授業（水泳）

の締めくくりとして、着衣水泳・水泳記
録会を実施しました。当初の予定では、
本校の伝統行事である手打湾遠泳大会を
実施する予定でしたが、新型コロナウイ
ルスの感染状況等から判断し、中止する
運びとなりました。１学期は、コロナ禍
の影響により、学校行事の変更や延期、
中止が相次ぐ中、少しでも生徒の活躍の
場を残そうと、保護者や関係の方々に相
談するなどして、あらゆる方法を模索し
てきました。今回も、遠泳大会に向けて
努力を続けてきた生徒たちの活躍の場が
失われてしまったので、せめて、水泳の
練習成果を発揮する場所を設けようとい
う気持ちから、水泳大会を実施すること
に致しました。
水泳大会前

の着衣水泳で
は、服を着た
ままプールに
入水し、泳ぎ
にくさを体感
しました。ま
た、脱力して
水に浮かぶ方
法や、溺れた
人を助ける時
の注意点など、
救命救急に係
る要点などを
学習しました。
水泳大会は、

これまでの水
泳の授業で残
してきた自己
記録を更新す
ることを目標
に、クロール
と平泳ぎをそ
れぞれ 2 5 m泳
ぎ、記録をとりました。結果として、参
加した全生徒が自己記録を更新すること
が出来ました。中には、14秒以上も自己
記録を更新した生徒もおりました。 水
泳の得意、不得意関係なく、参加した生
徒全員が達成感と笑顔に包まれ、素晴ら
しい大会となりました。



職場体験学習マナー講座
７月17日（金）、

職場体験学習に係
るマナー講座を実
施しました。今回
は、手打郵便局長
の有馬克也さんを
講師に招き、主に
ビジネスマナーに
ついて学習しまし
た。
講座では、言葉

使いや笑顔の作り
方、お辞儀の角度
の違いと使い道、電話の対応の仕方など、
懇切丁寧に指導していただきました。ま
た、名刺交換の仕方なども学び、ペアを
組んで実際に名刺を交換するなどの体験
活動も行いました。
生徒からは、「今回学んだことは、高校

受験の時などで、とても必要なことだと
思いました。今回教えていただいたこと
を生かしていきたいです。」「マナーは社
会に出て絶対に必要なものなので、今の
うちから身につけることができたのでよ
かったです。」「電話がかかってきたとき
も、3 コール以内、３コール、３コール
以上では『お待たせしました』『大変お待
たせしました』などと１つ１つの違いに
驚きました。今日学んだことは、将来社
会人として生きていく上で、ともて大切
なことなので、しっかりと覚えておきた
いです。」といった感想がありました。

学校保健委員会・1学期末学級PTA
７月７日（火）学校保健委員会、授業
参観、学級PTAを行
いました。
学校保健委員会で

は、歯科検診や視力
検査の結果報告と本
年度のテーマ決定を
行いました。
授業参観では、１

年生（国語）、２年
生（数学）、３年生
（社会）の授業にお
いて、子供たちが学
習する様子を参観し
ていただきました。
学級PTAでは、学級

担任より主に1学期間
の生徒の様子と夏休
みの過ごし方につい
て、説明をしました。

インターネット利用等実態調査より
今月の上旬に、保護者の皆様を対象に、標

記のアンケートを実施しました。その結果に
ついて、一部抜粋してお知らせします。

１ インターネット機器の所持について
(1) 携帯電話、ゲーム機、パソコン等自
分専用の機器を所持している者

１年：100％ ２年：87.5％ ３年：80％

２ 生徒の携帯電話の利用について
(1) 自分専用の携帯を持っている者
１年：100％ ２年：40％ ３年：80％
(2) (1)のうち、スマートフォンである者
１年：33％ ２年：100％ ３年：100％
(3) フィルタリング設定者
１年：100％ ２年：50％ ３年：50％

３ 家庭内のルールの設定について
(1) 家庭内ルールを決めている
1年：66％ ２年：25％ ３年：60％

(2) ルールの主な内容
・使用時間制限 ・使用場所の制限
・保護者による接続記録の確認
・利用マナーを決める

４ インターネットの利用について
(1) 最も長い時間利用していること

1年：①ゲーム ②学習活動
２年：①ゲーム ②音楽、画像、動画
３年：①音楽、画像、動画 ②ＳＮＳ

この結果より、携帯電話を含む自分専用の
インターネット接続機器の所有率が高いこ
と、その一方で、子供を守るフィルタリング
や家庭内ルールについて、設定されていない
ご家庭が多い状況が浮かび上がりました。平
成30年度より、18歳未満の携帯電話の所持に
ついては、フィルタリングサービスが義務化
されています。家庭内ルール等については、
これを機に各ご家庭で再度検討されてみて下
さい。

８月行事
12（水）学校閉庁日（～14日）
20（木）PTA三役・保体部会
21（金）出校日
30（日）小中合同PTA奉仕作業

９月行事
1 (火) 始業式 実力テスト(～2日)
16 (水) 秋季大運動会予行
19（土）秋季大運動会
24（金）川薩地区中学校駅伝競争大会

学校閉庁日のお知らせ
今年度より、薩摩川内市の学校では、働き

方改革の一貫として、学校閉庁日を設けるこ
とになりました。今年度は、８月12～14日の
３日間です。この期間は閉庁し、職員の出勤
もありません。ご協力をお願いします。


